
 

第３９回 JR 関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会 

議 案 書 

 

 

  報告第１号 令和７年度収支決算 

  報告第２号 地域公共交通計画策定支援業務等に係る業者決定について 

協議第１号 令和８年度事業計画（案） 

  協議第２号 令和８年度収支予算（案） 

  協議第３号 令和９年事業年度 地域間幹線系統確保維持国庫補助金の計
画認定申請について



笠置町・南山城村・和束町・京都府

 第39回 JR関西本線（加茂以東）

沿線地域公共交通活性化協議会

※書面開催
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 ご説明事項について

報告第１号 ７年度収支決算

報告第２号 地域公共交通計画策定支援業務等に係る業者決定について

協議第１号 ８年度事業計画（案）

協議第２号 ８年度収支予算（案）

協議第３号 令和９事業年度 地域間幹線系統統確保維持国庫補助金の

        計画認定申請について



報告第１号(７年度収支決算)、協議第１号及び第２号(８年度収支予算等)について
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＜前回協議会を踏まえた対応＞

　①令和７年度実施事業について
　　→事業費について、当初予算額からの減額（▲2,763,837円）については、事業計画の
     変更によるものではなく、執行減によるもの（減額内訳は別紙参照）
　　→実施事業に係る実施内容を補足（内容は別紙参照）

　②決算額の確定
　　→広報素材作成業務に係る経費について、支払に伴い精算額を記載
　　　広報誌「れんけい」への「公共交通特集記事」の掲出を追加で実施したことに伴う

　　　経費増額。　　　前回：1,672,000円→精算額：1,727,000円
　③繰越金の活用
　　→R7年度に作成したPR動画を活用した利用促進を実施
　　→実証後における相楽東部広域バスの運行に係る経費

＜前回協議会を踏まえた対応＞

　①R7作成動画の活用について
　　→ R7年度に作成したPR動画を活用した利用促進を実施（再掲）

　　　活用案（想定予算額：1,000,000円）
　　　➣圏域在住者をターゲットとした動画配信サイトでの広告掲出
　　　➣インバウンド等観光客をターゲットとした駅構内でのサイネージ広告掲出
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報告第２号 地域公共交通計画策定支援業務等に係る業者決定について
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業   務   名 ：ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通計画改定及び実証事業支援業務
公 募 期 間：令和８年５月１日（金）～５月１５日（金）
応募事業者：株式会社地域未来研究所京都営業所、株式会社バイタルリード（採用）
契   約   日 ：令和８年６月10日（水）

●：計画改定　○実証運行

月 予定 月 予定
６月 11月 協議会開催（計画中間案上程）

７月

●住民アンケート実施
●事業者ヒアリング実施
●圏域自治体ワークショップ実施
○ニーズ把握調査（7/12・7/13予定）

12月 ●パブリックコメント実施

８月
○道路運送法78条登録申請
○道路運送法38条事業廃止届 1月 〇実証結果検証

９月
協議会開催（計画素案上程）
●地域懇談会開催 2月 協議会開催（計画最終案上程）

○国庫実績報告
10月 ○実証開始 3月

JR 関西本線（加茂以東）沿線の笠置町・和束町・南山城村において、鉄道を基軸とした持続可能な地域公共交
通の構築に向け、地域公共交通計画の改定及び公共ライドシェア（相楽東部広域バス）の実証事業を実施する
ため、業務提案を求めるもの。

＜今後のスケジュール＞

公募結果等

概 要



補助内容

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱及び国土交通省資料をもとに作成

●補助対象事業者：バス事業者

●補助対象経費：予測費用から予測収益を控除した額（右図①）

●補助率：１／２

●主な補助要件

☑都道府県等が定めた地域公共交通計画に位置付けられた系統
☑一般乗合旅客自動車運送事業者による運行であること
☑複数市町村にまたがる系統であること（H13.３.31時点）（右図②）

☑経常赤字が見込まれること
☑１日当たりの計画運行回数が３回以上のもの
☑輸送量が15人～150人／日と見込まれること
　　※１日の運行回数３回（朝、昼、夕）以上であって、１回当たりの輸送量５人以上
　　（乗用車では輸送できず、バス車両が必要と考えられる人数）

A町 B市

バス停

地域間幹線系統

駅

　●地域間幹線系統確保維持費国庫補助金とは？
　　・広域的なバス路線（市町村をまたぐ幹線路線）を維持するための支援制度　
　　・通院・通学など地域の生活に必要なバス路線を維持するために支援が実施される。

補助金

補助対象経費のイメージ（右図①）

地域間幹線系統のイメージ（右図②）
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協議第３号 令和９事業年度 地域間幹線系統統確保維持国庫補助金の
         計画認定申請について①



協議第３号 令和９事業年度 地域間幹線系統統確保維持国庫補助金の
         計画認定申請について②

●申請期限：令和８年６月30日（火）
●対象期間：令和８年10月から令和９年９月末
●交付申請：令和９年11月末  
●交付決定：令和10年３月頃
●補助金受取：令和10年3月頃
　　※スケジュールは過去補助実績をもとに作成

赤線区間
地域間幹線系統

１　背         景
● 和束木津線の運行に国の「地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」を活用
● 本協議会では、奈良交通が運行する地域間幹線系統（加茂駅～和束町原山）について協議
● 補助金の申請には、協議会において計画承認が必要。

● 地域公共交通計画（別紙）
● 表２（地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、
　　負担者及びその負担額 （地域間幹線系統用））
● 様式第１－５（運行系統別輸送実績及び平均乗車密度算定表）

２　協 議 事 項

３　スケジュール

４　対象系統（加茂駅～和束町原山）
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要件 判定

都道府県等が定めた地域公共交通計画に位置付けられた
系統

〇適合
（計画本体P35）

複数市町村にまたがる系統であること
（H13.３.31時点）

〇適合
（木津川市及び和束町）

経常赤字が見込まれること 〇適合
（経常費用ー経常収益＝

▲39,262,981円）
１日当たりの計画運行回数が３回以上のもの 〇適合

（11.8回）
輸送量が15人～150人／日と見込まれること 〇適合

（29.5人）

参考計算式
   ●運行回数：１往復を運行回数１回とする。
   ●平均賃率：停留所相互間総運賃額÷停留所相互間総キロ　→1キロごとに得られる平均的な収入額
   ●平均乗車密度：運送収入÷実車走行キロ÷平均賃率と連算　→１便あたりのバスに乗った乗客数を全線で平均した値
   ●輸送量：運行回数×平均乗車密度　→ある路線が運んでいる旅客の量（規模）を表す値
基準の根拠
   ●地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱 
　    ・表２（地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額（地域間幹線系統用））
      ・様式第１－５（ 運行系統別輸送実績及び平均乗車密度算定表）

項目 計画値 参考

キロ程 9.7km

運行回数 11.8回 １往復→１回

運送収入 17,562,779円

走行キロ 83,778.9km

経常収益 19,032,053円

経常費用 58,295,034円

平均賃率 82.42円

平均乗車密度 2.5

輸送量 29.5人 運行回数×
平均乗車密度

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金　適否判定
●対象系統：和束木津線（加茂駅～和束町原山）
●対象期間：令和９事業年度（R8.10.1～R9.9.30）

１．計画値 ２．補助要件チェック

判定結果

〇　適用可能
基準を満たしています

申請資料から抜粋
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協議第３号 令和９事業年度 地域間幹線系統統確保維持国庫補助金の
         計画認定申請について









歳　入 （単位：円）　　

当初 決算額 増　減 摘　　　　要

1分担金及び負担金 4,064,000 4,063,769 ▲ 231

2負担金 4,064,000 4,063,769 ▲ 231

2負担金 4,064,000 4,063,769 ▲ 231

2行政支出金 3,626,000 4,987,000 1,361,000

1補助金 3,626,000 4,987,000 1,361,000

1国庫補助金 3,626,000 4,987,000 1,361,000 ・令和7年度地域公共交通確保維持補助金（運行費）

2地方公共団体補助金 0 0 0

3繰越金 13,125,000 13,125,778 778

1繰越金 13,125,000 13,125,778 778

1繰越金 13,125,000 13,125,778 778

4諸収入 0 0 0

1雑収入 0 0 0

1雑収入 0 0 0

20,815,000 22,176,547 1,361,547

歳　出 （単位：円）　　

当初 決算額 増　減 摘　　　　要

1運営費 160,000 223,208 63,208

1会議費 160,000 223,208 63,208

1会議費 160,000 223,208 63,208

2事業費 12,580,000 9,871,163 2,708,837

2事業費 12,580,000 9,871,163 2,708,837

1事業費 12,580,000 9,871,163 2,708,837

・令和7年度広域バス運行委託経費…6,134,993円
・バスロケシステム保守…277,200円
・広域バスチラシ…286,000円
・広域バス利用状況調査業務…737,000円
・駐車禁止看板作成費…37,400円
・視察研修費（白川・東白川／岡山）…158,540円
・広報素材作成業務…1,727,000円
・ラジオカ-制作・放送経費…495,000円
・振込手数料等…18,030円

3予備費 8,075,000 0 8,075,000

1予備費 8,075,000 0 8,075,000

1予備費 8,075,000 0 8,075,000

20,815,000 10,094,371 10,720,629

歳入決算額 22,176,547 円

歳出決算額 10,094,371 円

歳入歳出差引額 12,082,176 円

令和７年度 JR関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会収支決算書　

款　　項　　目

計

款　　項　　目

計

・「広域バス運行経費」に係る3町村負担金
　…3,903,769円

・「協議会運営経費」に係る３町村、京都府負担金
　…160,000円

・報償費・旅費等…184,930円
・消耗品費…35,198円
・振込手数料等…3,080円

報告第１号



 

令和 7 年度 JR 関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会収支決算　事業実施報告 

（単位：円） 

 

　当初、予定していた事業は全て取組みましたが、事業内容の見直しに等より、支出経費が増減しました。今後は、当初予算の編成

段階において、各事業の積算根拠を厳格に精査いたします。

 事業内容 当初予算額 決算額 増減額 実施事業者名等
 相楽東部広域バス運行経費 ７,５００,０００ ６,１３４,９９３ 1,365,007 （株）キタモリ

 相楽東部バスロケーションシステム運用 ２８０,０００ ２,７７,２００ 2,800 （株）デンソー

 運行状況調査 ２,０００,０００ ７３７,０００ 1,263,000 （株）地域未来研究所

 
利用促進事業（チラシ・PR 動画） １,０００,０００ ２,２２２,０００ ▲1,222,000

（株）読売連合広告社 
（株）ケービーエス京都プロジェクト

 総合時刻表更新費用 １,５００,０００ ２８６,０００ 1,214,000 （株）武楊堂

 先進地視察経費 ３００,０００ １５８,５４０ 141,460 （研修先）岐阜県白川町

 駐車禁止看板作成 ０ ３７,４００ ▲37,400 島原看板店

 振込手数料 ０ １８,０３０ ▲18,030 京都銀行

 合　　　計 １２,５８０,０００ ９,８７１,１６３ 2,708,837

 事業内容 事 業 説 明
 相楽東部広域バス運行経費 相楽東部広域バスの運行に要する経費。

 相楽東部バスロケーションシステム運用 相楽東部広域バスの「走行位置」「乗車人数」が HP 等でリアルタイムに確認できるシステム。

 運行状況調査 「広域バスの運行データ分析」及び笠置中学生を対象としたアンケート調査の実施」

 
利用促進事業（チラシ・PR 動画）

「広域バスと関西本線を組み合わせた PR 動画の作成」「ラジオを活用した公共交通啓発」「広報紙

（れんけい_2026.3 月号）における公共交通特集を掲載」

 総合時刻表更新費用 学生への公共交通利用促進を目的とした時刻表を作成し、管内全世帯に配布。

 
先進地視察経費

限られた輸送資源を、効率的に「鉄道」「定期運行バス（幹線）」「デマンド乗合交通」を連携し、地

域全体で「お出かけ」を可能とする公共交通ネットワークの現場視察。

 駐車禁止看板作成 「道の駅（南山城村）バス停」付近に駐車する車両等への注意喚起を目的に看板を設置。

 振込手数料 実施事業者等に、経費を口座振込する際に生じた手数料。

報告第１号（別紙）



      

【報告第２号】



歳　入 （単位：円）　　

本年度 前年度 増　減 摘　　　　要

1分担金及び負担金 6,964,000 4,064,000 2,900,000

2負担金 6,964,000 4,064,000 2,900,000

2負担金 6,964,000 4,064,000 2,900,000

・協議会運営等経費負担分（府及び3町村）
・広域バス運行等経費負担分（3町村）
・地域公共交通確保維持改善事業負担金（地域公共交
通アップデート化推進事業（広域型）（3町村）

2行政支出金 24,410,000 3,626,000 20,784,000

1補助金 24,410,000 3,626,000 20,784,000

1国庫補助金 23,160,000 3,626,000 19,534,000
・地域公共交通確保維持改善事業費補助金申請予定
（国交省）

2地方公共団体補助金 1,250,000 0 1,250,000
・地域公共交通確保維持改善事業負担金（地域公共交
通アップデート化推進事業費（広域型）

3繰越金 12,082,000 13,125,000 ▲ 1,043,000

1繰越金 12,082,000 13,125,000 ▲ 1,043,000

1繰越金 12,082,000 13,125,000 ▲ 1,043,000

4諸収入 0 0 0

1雑収入 0 0 0

1雑収入 0 0 0

43,456,000 20,815,000 22,641,000

歳　出 （単位：円）　　

本年度 前年度 増　減 摘　　　　要

1運営費 160,000 160,000 0

1会議費 160,000 160,000 0

1会議費 160,000 160,000 0 協議会運営等の事務経費

2事業費 33,915,000 12,580,000 21,335,000

2事業費 33,915,000 12,580,000 21,335,000

1事業費 33,915,000 12,580,000 21,335,000

・相楽東部広域バス運行経費
・相楽東部バスロケーションシステム運用
・地域公共交通アップデート化推進事業（広域型）
・「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェ
クト（共同化・協業化促進タイプ）
・先進地視察経費（徳島県）

3予備費 9,381,000 8,075,000 1,306,000

1予備費 9,381,000 8,075,000 1,306,000

1予備費 9,381,000 8,075,000 1,306,000

43,456,000 20,815,000 22,641,000

令和８年度 JR関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会収支予算書（案）　

款　　項　　目

計

款　　項　　目

計

協議第２号


























